
事業者 団体名 国府文化協会 代表 会長　上山　忠久

助成事業名

事業目的

事業の内容

事業の成果

今後の活動の展望

費用 総事業費 ７０，５０５円 助成金額 ５８，０００円

令和４年度市民まちづくり提案事業【自主事業部門】　事業実績

事業内容

５色百人一首万葉かるた大会

　国府町は万葉集ゆかりの地であり、百人一首には稲葉山も謡われている和
歌もある。また、宮ノ下小や岩倉小等では、全校生徒で５色百人一首を学習す
る機会が設けられており、学校内の大会もある。
　地域の文化や歴史を子供たちに継承していく目的で、11月3日の文化の日に
「万葉のふるさと国府」で毎年、万葉和歌のかるた大会の開催を企画する。

【事業の概要】
５色百人一首万葉かるた大会の実施
※当初チームの団体戦を企画していたが、新型コロナウイルス感染を配慮し
て、個人戦に変更

【実施日】
10月30日（日）
稲葉山焼肉グルメウオーキング大会の参加者の中の児童によるかるた臨時大
会を開催
11月3日（祝）
各学校を通じて応募者を募り、５色百人一首万葉かるた大会を開催

【参加人数】
10月30日：8名
11月03日：11名　　計19名

【実施場所】
10月30日：上野ふれあい交流館（百人一首の里を宣伝、歌碑有）
11月03日：万葉の館

①５色のかるた全部を使った個人戦というルールに変更したことにより、自信の
ある生徒しか応募しないことになってしまった。
②コロナ禍の中、昨年からの企画であったが、少人数でも開催できたことに意
義があった。
③100首全部覚えている生徒が6名もあり、感心させられた。

　開催は、団体戦で、開催時期も文化の日にこだわらず毎年継続できる日を検
討していきたい。



事業者 団体名 久松山麓合唱祭実行委員会 代表 委員長　新倉　健

助成事業名

事業目的

事業の内容

事業の成果

今後の活動の展望

費用 総事業費 ３６４，４００円 助成金額 １００，０００円

令和４年度市民まちづくり提案事業【自主事業部門】　事業実績

事業内容

久松山麓合唱祭

　本事業は、音楽を愛するものが職業・世代等を超えて協力し合い、コンサート
を開催することを通じて、鳥取市の文化活動を一層盛り上げ、より平和で心豊
かな「まち」の実現に寄与していくことを目的としている。

【事業の概要】
久松山麓合唱祭の開催
出演団体：ムジークテアダ・TOTTORI、鳥取女声合唱団、エルダーブラダーズ、
男声合唱団、合唱団維音－いと－、ミルフィーユ、鳥取市民合唱団、合唱団
「優喜」、なかよし久松合唱団

【実施日】
令和４年１０月２３日（日）

【参加人数】
出演団体：１７０名
観客数：２５０名

【実施場所】
鳥取市民会館大ホール

①チラシのデザインが好評で広く市民のもとに情報を届けられた。
②幼児から９０代までの年齢層幅広い合唱グループが出演するコンサートは今
までになく、参加者だけでなく観客の皆さまからも大変楽しかったと喜んでいた
だいた。
③コロナ禍という状況でありながら、マスクをつけて歌うなど会場全体で感染症
対策をとりながら、出演団体全員での合唱は感動をよんだ。

　市民会館の収容人数が限られているため、出演団体を大幅に増やすことは
できませんが、運営に工夫をこらすなどの努力をしてステップアップを図りた
い。



事業者 団体名 イコット　icotto 代表 代表　西川　信彦

助成事業名

事業目的

事業の内容

事業の成果

今後の活動の展望

費用 総事業費 １８４，９１６円 助成金額 ９７，０００円

令和４年度市民まちづくり提案事業【自主事業部門】　事業実績

事業内容

食を通じて異文化体験 ○○パーティーにイコット

① 地域住民に対し、実践的に英語を使う場面を創出する。
② 在鳥取外国人に対し、日本人コミュニティーとの接点を創出する。
上記２点を達成することにより、国籍・背景を問わず、お互いを尊重し合える「ま
ち」を目指していく。

【事業の概要】
① 「ハロウィーンイベント」
　青島でアスレチックハロウィンパーティーを実施。
　ハロウィンの仮装や日本文化の遊び（かくれんぼ等）を通した交流体験
② 「たこ焼きイベント」
　グループ共同作業で「たこ焼き作り」を実施。
③ 「クリスマスイベント」
④ 「チョコレートイベント」
　カカオ豆からチョコレート作り体験を実施。
　エジプト料理「コシャリ」作り。テーブルゲームでコミュニケーション促進。
⑤ 「アフリカイベント」
　アフリカ料理。アフリカンアクセサリーをマクラメで作成。

【実施日】
① 10月29日　②11月26日　③12月24日　④2月26日　⑤3月21日

【参加人数】
英語を喋りたいまたは外国文化を学びたい地域住民
日本文化を学びたい鳥取在住の外国人

【実施場所】
自由学舎シドレ、青島

①「遊び」や「料理」を通して鳥取市民と在住外国人がふれあう機会を提供でし
た。
②英語でのレクチャーを受けたり、英語を話し説明するという場を設けること
で、実践的な英語学習の場を提供できた。英語を話すことへの抵抗を取り除く
ことが英会話上達において最も重要であるというコンセプトから、外国人を講師
として招待し、英語での料理教室や対話型プレゼンテーションを実施。来場者
が気軽に英語を話せる環境を構築した。
③英語圏外の外国人や老若男女問わず参加できるように設定し、人種・性別・
年齢を気にしない場をつくっていった。当初は言語や人種の隔たりが起因して、
お互いにぎこちない場面が多くあったが、会の進行やイベントを継続していくう
ちに、徐々に参加者同士、市民と外国人の間にあった隔たりが解消されたと感
じている。年齢や国籍を超えた地域共生社会への創造に寄与したと自負してい
る。
④当初英語しか話せない環境を作ったが、個人差もあり、あまり得意でない来
場者が楽しめないという点が課題として浮上した。後半は日本語も交えた内容
も取り入れるなどの工夫も行い、来場者の満足度向上に努めた。

　「英語の上達」と「多文化共生社会の実現」を両立させたイベントを実施した中
で、多くの実績と課題を得ることができた。それを来年度以降に繋げ、英語と文
化を学ぶことへのより効果的な方法を取り入れながら、イベント内容の向上を
図っていきたい。


